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２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ

ッ
ト
で
、
30
年
ま
で
に
先
進

国
を
含
む
国
際
社
会
全
体
で

達
成
す
べ
き
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
採

択
さ
れ
た
。
世
界
の
保
険
会

社
は
こ
ぞ
っ
て
新
技
術
を
保

険
分
野
に
活
用
し
イ
ン
シ
ュ

ア
テ
ッ
ク
を
推
し
進
め
、
成

長
市
場
の
創
出
、
健
康
長
寿

の
達
成
お
よ
び
安
心
平
和
社

会
の
実
現
等
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
に
寄
与
し
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
伝
統
的
な

保
険
会
社
以
外
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
か
ら
、
新
技
術
を
活

用
し
た
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク

商
品
が
開
発
さ
れ
た
り
イ
ン

シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
に
係
る
事
業

が
展
開
さ
れ
た
り
し
て
い

る
。
わ
が
国
で
、
こ
の
よ
う

な
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
が
保

険
法
の
契
約
規
制
を
受
け
る

か
否
か
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
に
係
る
事
業
が
保
険
業
法

の
事
業
規
制
を
受
け
る
か
否

か
は
、
今
後
大
き
な
課
題
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
現
行
法
が

想
定
し
て
い
る
保
険
や
保
険

業
が
今
後
変
容
し
、
実
際
に

規
制
対
象
の
枠
に
収
ま
ら
な

い
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
が
開

発
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

保
険
法
上
お
よ
び
保
険
業
法

上
幾
つ
か
の
論
点
が
浮
上
す

る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
の
進
展
に
よ
る
保
険
業

の
変
容
に
係
る
保
険
法
お
よ

び
保
険
業
法
に
つ
い
て
い
ち

早
く
重
要
な
法
的
論
点
を
取

り
上
げ
て
そ
れ
ら
を
分
析
・

検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
対
処
す
べ
き
解
釈
論
ま

た
は
立
法
論
を
展
開
し
た
わ

が
国
初
の
本
格
的
な
研
究
書

で
あ
る
。
本
書
の
特
色
は
、

縦
軸
に
単
に
欧
米
諸
国
だ
け

で
な
く
さ
ら
に
幅
広
く
主
な

海
外
諸
国
の
主
要
な
企
業
を

対
象
に
し
、
横
軸
に
多
様
な

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
を
網
羅

し
丹
念
に
調
べ
上
げ
そ
の
形

態
を
九
つ
に
分
類
し
た
上

で
、
著
者
の
鋭
い
着
眼
点
か

ら
、
主
な
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
を
取
り
上
げ
て
そ
の
問
題

点
に
対
し
深
い
分
析
と
緻
密

な
論
理
構
成
か
ら
論
理
的
に

結
論
を
導
い
て
い
る
点
に
あ

る
。
読
了
後
の
脳
裏
に
は
、

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
に
つ
い

て
の
体
系
だ
っ
た
鳥
瞰
（
ち

ょ
う
か
ん
）
図
が
自
ず
と
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
。

　
本
書
は
、
第
１
章
か
ら
第

５
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
１
章
で
は
、
イ
ン
シ
ュ
ア

テ
ッ
ク
の
進
展
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
を
、
①
比
較
サ
イ
ト
②
保

険
仲
介
業
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
デ
ジ
タ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ

ー
）
③
保
険
の
ク
ロ
ス
セ
ル

④
Ｐ
２
Ｐ
（p

eer-to-p
e

er in
su
ran
ce

）
⑤
オ
ン

デ
マ
ン
ド
保
険
⑥
保
険
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
（
デ
ジ
タ
ル

保
険
者
）
⑦
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

分
析
お
よ
び
保
険
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
⑧
Ｉ
ｏ
Ｔ
⑨
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
お
よ
び
ス
マ
ー
ト

・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
―
の
九
つ

に
分
類
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
の
進
展
は
、
多
様
な
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が

保
険
業
に
多
方
面
で
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
保
険
に

固
有
の
法
的
論
点
が
生
じ
る

と
す
る
。

　
第
２
章
で
は
、
Ｐ
２
Ｐ
保

険
を
取
り
上
げ
「
保
険
」
概

念
に
該
当
す
る
か
否
か
を
考

察
す
る
。
多
様
な
類
型
の
Ｐ

２
Ｐ
保
険
か
ら
緻
密
な
理
論

的
分
析
と
定
義
付
け
を
行

い
、
そ
の
う
ち
の
保
険
者
の

存
在
し
な
い
賦
課
方
式
の
Ｐ

２
Ｐ
保
険
（
テ
ィ
ー
ム
ブ
レ

ラ
）
は
リ
ス
ク
の
集
積
が
あ

る
こ
と
か
ら
保
険
法
お
よ
び

保
険
業
法
が
適
用
さ
れ
る
前

提
の
（
経
済
的
な
）
「
保

険
」
概
念
に
該
当
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
Ｐ
２
Ｐ
保
険

は
、
保
険
者
が
存
在
し
な
い

か
ら
、
保
険
法
に
い
う
「
保

険
契
約
」
に
該
当
し
な
い

（
Ｐ
２
Ｐ
保
険
の
暗
号
資
産

は
金
銭
で
は
な
い
か
ら
保
険

料
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い

こ
と
も
理
由
で
あ
る
）
し
、

保
険
業
法
に
い
う
「
保
険

業
」
に
も
該
当
し
な
い
と
す

る
。

　
第
３
章
で
は
、
損
害
保
険

に
お
け
る
定
額
給
付
の
有
効

性
を
再
検
討
す
る
。
賭
博
禁

止
お
よ
び
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

防
止
を
再
検
討
し
、
緩
や
か

な
利
得
禁
止
の
原
則
も
維
持

さ
れ
る
べ
き
と
す
る
。
著
者

の
分
析
力
の
鋭
さ
が
光
る
の

は
、
「
損
害
額
の
み
な
し
算

定
」
保
険
（
例
：
火
災
保
険

の
臨
時
費
用
保
険
金
）
と
、

「
損
害
の
み
な
し
発
生
」

（
損
害
額
み
な
し
算
定
を
含

む
）
商
品
（
例
：
自
動
車
保

険
の
対
人
臨
時
費
用
保
険

金
）
に
は
賭
博
性
が
認
め
ら

れ
ず
有
効
で
あ
る
と
い
う
視

点
か
ら
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
を
活
用
し
た
定
額
給
付
方

式
の
損
害
保
険
商
品
（
本
書

で
は
、
洪
水
保
険
や
地
震
保

険
、
農
業
分
野
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
保
険
、
航
空
機
遅
延
保

険
お
よ
び
自
然
災
害
に
関
す

る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
が
詳

細
に
紹
介
・
検
討
さ
れ
て
い

る
）
の
有
効
性
を
基
礎
付

け
、
さ
ら
に
、
保
険
消
費
者

に
販
売
さ
れ
る
新
商
品
の
可

能
性
か
ら
保
険
業
法
上
保
険

契
約
者
保
護
規
制
の
適
用
が

妥
当
で
あ
る
と
す
る
点
に
あ

る
。

　
第
４
章
は
、
イ
ン
シ
ュ
ア

テ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
の
大
量

収
集
か
ら
保
険
者
側
に
情
報

が
偏
在
す
る
こ
と
を
扱
う

（
「
逆
転
し
た
情
報
の
非
対

称
性
」
）
。
保
険
法
上
は
、

告
知
義
務
、
危
険
増
加
お
よ

び
危
険
減
少
に
関
し
保
険
契

約
者
側
に
情
報
が
偏
在
す
る

こ
と
を
前
提
に
規
整
が
な
さ

れ
て
い
る
点
で
、
現
行
保
険

法
や
現
行
約
款
は
必
ず
し
も

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
に
適
合

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
適
す
る
よ
う
な
法
解
釈

（
ま
た
は
立
法
論
）
お
よ
び

約
款
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
す
る
。

　
第
５
章
で
は
、
「
保
険
」

の
基
礎
で
あ
る
「
信
頼
」
を

視
点
に
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
に
対
す
る
著
者
の
深
い
洞

察
力
に
よ
る
独
創
的
展
開
が

示
さ
れ
る
。
「
保
険
」
は
保

険
者
と
保
険
契
約
者
と
の
相

互
の
信
頼
が
基
礎
で
あ
り
、

保
険
契
約
も
継
続
的
契
約
と

し
て
相
互
の
信
頼
が
有
効
性

の
基
礎
に
な
る
と
こ
ろ
、
当

事
者
間
の
相
互
の
「
信
頼
」

を
継
続
的
に
維
持
す
る
仕
組

み
は
内
在
的
に
確
保
さ
れ
ず

「
保
険
」
の
外
部
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
各
種
の
イ
ン

シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
商
品
で
は
、

「
逆
転
し
た
情
報
の
非
対
称

性
」
か
ら
信
頼
確
保
の
仕
組

み
は
不
要
で
あ
り
、
ま
た
、

保
険
者
の
裁
量
の
余
地
も
極

め
て
小
さ
い
こ
と
か
ら
保
険

契
約
者
の
保
険
者
に
対
す
る

信
頼
確
保
の
仕
組
み
も
不
要

で
あ
る
と
い
う
。
著
者
が
、

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
に
基
づ

き
開
発
さ
れ
る
保
険
は
契
約

当
事
者
間
の
「
信
頼
」
を
基

礎
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
従

来
の
保
険
法
学
の
前
提
条
件

が
崩
れ
る
と
指
摘
し
て
保
険

法
学
の
課
題
を
示
す
点
は
、

慧
眼
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
世
界
の
イ
ン

シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
事
情
の
下
、

わ
が
国
で
開
発
さ
れ
た
イ
ン

シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
に
つ
い
て
保

険
法
お
よ
び
保
険
業
法
の
重

要
論
点
に
著
者
の
秀
逸
な
着

眼
点
お
よ
び
分
析
力
で
迫
り

鮮
や
か
な
解
法
を
示
す
本
書

は
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
の

保
険
法
学
上
の
意
義
を
解
き

明
か
し
て
お
り
、
今
後
の
わ

が
国
に
お
け
る
イ
ン
シ
ュ
ア

テ
ッ
ク
に
対
し
て
学
術
的
に

も
保
険
実
務
に
も
有
益
な
示

唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク

状
況
と
保
険
法
お
よ
び
保
険

業
法
等
に
関
心
を
持
つ
諸
子

に
は
必
読
の
書
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

（
Ａ
５
判
／
２
０
８
㌻
、
保

険
毎
日
新
聞
社
刊
、
２
０
２

０
年
８
月
発
行
、
本
体
価
格

３
０
０
０
円
＋
税
）
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重
要
論
点
を
秀
逸
な
着
眼
点
と
分
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力
で
解
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ン
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ュ
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テ
ッ
ク
と
保
険
法
』
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澤
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著

書書　　評評

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン

は
11
月
10
日
、
保

険
代
理
店
の
会
員

組
織
で
あ
る
Ｊ
Ｓ

Ａ
中
核
会
埼
玉
ブ

ロ
ッ
ク
と
連
携

し
、
埼
玉
県
（
大

野
元
裕
知
事
）
が

実
施
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
支

援
す
る
た
め
、
埼
玉
県
Ｎ

Ｐ
Ｏ
基
金
へ
50
万
円
の
寄

付
を
実
施
し
た
と
発
表
し

た
。
同
日
、
埼
玉
県
庁
で

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
埼
玉
県
の
大
野
知
事

か
ら
両
者
へ
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。
贈
呈
式
に

は
、
大
野
知
事
の
ほ
か
、

損
保
ジ
ャ
パ
ン
常
務
執
行

役
員
埼
玉
本
部
長
の
山
口

和
寿
氏
、
同
埼
玉
中
央
支

店
長
の
古
元
真
秀
氏
、
Ｊ

Ｓ
Ａ
中
核
会
埼
玉
ブ
ロ
ッ

ク
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
菊
地
満

氏
、
同
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

新
井
剛
宏
氏
、
同
相
談
役

の
赤
坂
秀
志
氏
が
出
席
し

た
。

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
と
埼
玉

県
は
、
２
０
１
６
年
２
月

16
日
に
「
埼
玉
県
と
損
保

ジ
ャ
パ
ン
と
の
連
携
と
協

働
に
関
す
る
協
定
」
（
包

括
的
連
携
協
定
）
を
締
結

し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
目
的
と
し
た
「
彩
の

国
火
災
保
険
」
を
昨
年
10

月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
販

売
し
て
い
る
。
今
回
の
寄

付
は
、
「
彩
の
国
火
災
保

険
」
の
売
り
上
げ
の
一
部

を
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
埼
玉

ブ
ロ
ッ
ク
会
員
か
ら
寄
付

す
る
と
い
う
も
の
で
、
寄

付
金
は
21
年
度
に
埼
玉
県

内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
助
成
さ
れ
、
埼
玉
県

の
安
心
・
安
全
の
た
め
の

活
動
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
と
Ｊ
Ｓ

Ａ
中
核
会
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
今
後
も
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
中
心
に
、

継
続
的
に
地
域
防
災
力
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
支
援

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
へ
50
万
円
寄
付

損保ジャパン、ＪＳＡ中核会埼玉ブロック

左から、損保ジャパンの山口常務執
行役員、ＪＳＡ中核会埼玉ブロック
の菊地ブロック長、赤坂相談役、大
野埼玉県知事、ＪＳＡ中核会埼玉ブ
ロックの新井副ブロック長、損保ジ
ャパンの古元支店長


